
（委員数５名）
（出席数５名）

９件

制約付き一般競争入札 ４件

指 名 競 争 入 札 １件

随 意 契 約 １件

公 募 型 指 名 競 争 入 札 １件

指 名 競 争 入 札 １件

随 意 契 約 １件

回 答

別紙のとおり

（お問合せ） 〒920-8577 金沢市広坂１－１－１
金沢市総務局監理課
電話：076-220-2101

委員会による報告
又は意見の具申

平成２１年度の発注工事に係る入札・契約手続きの運用については、概ね適正に
行われていると判断する。

・平成２１年度 城北水質管理センター処理水貯留施設送水設備実施
設計業務委託

委
託

・下菊橋耐震補強設計業務委託

・平成２１年度 西部水質管理センター耐水化実施設計業務委託

委員からの意見・質問、
それに対する回答

意 見 ・ 質 問

別紙のとおり

抽 出 案 件

工
事

・大野庄用水整備工事芳斉２丁目工区（補助）及び大野庄用水小橋整
備工事芳斉２丁目工区
・本多町３丁目地内ガス管及び配水管改良工事（その２）
・疋田上荒屋線（北安江）高架橋上部工事
・犀川浄水場次亜注入機取替工事

・新幹線側道伏見川橋梁下部工事（その２）

・平成２１年度 神谷内町地内（１２－６工区）管渠築造工事

次 第

１ 開会
２ 審議

① 工事に係る入札・契約手続きの運用状況等
（１）平成２１年度発注工事について
（２）発注工事に係る平均落札率について
（３）工事成績評点について
（４）入札参加資格停止等の運用状況について
（５）談合情報への対応状況について

② 委託業務に係る入札・契約手続きの運用状況等
（１）平成２１年度発注業務について
（２）委託業務に係る平均落札率について
（３）業務成績評点について

③ 総合評価方式の試行結果について
④ 委員があらかじめ抽出した工事に係る業者選考等の経緯
⑤ その他

３ 閉会

審 査 対 象 期 間 平成２１年１０月１日～平成２１年１２月３１日

平成２１年度 第４回金沢市入札制度評価委員会の審議の概要

開 催 日 及 び 場 所 平成２２年２月２３日（火） 金沢市役所 第１委員会室

委 員
委 員長
委 員
委 員
委 員
委 員

鴨野 幸雄（金沢大学名誉教授）
春成 保 （公認会計士）
川村 國夫（金沢工業大学教授）
坂井 美紀夫（弁護士）
後藤 正美（金沢工業大学教授）



別紙

総 括

なお、意見の詳細は次のとおり。

◯ 昨年度と比較すると、今年度はさらに低入札価格調査
の実施件数が増加しているが、落札業者が適正な利益
を確保できるように、入札制度改正を含めた検討はでき
ないか。

・ 落札業者が適正な利益が確保できるように入札・契約
制度の改正を検討したい。

◯ 倒産する企業が相次いでいるが、工事代金の迅速な
支払いを行い、受注業者の経営安定化につながるような
工夫はできないか。

・ 国・県などの制度を参考に、受注業者の経営安定化
につながるような、迅速な支払い方法を検討したい。

○ 総合評価方式による入札を試行する中で、意欲のある
優良な業者にインセンティブが働き、地域の活性化につ
ながるような制度を構築できないか。

・ 総合評価方式による入札で低入札調査基準価格を下
回った場合は、評価点１５点が加算されず、低価格では
ほぼ落札できないことから、低価格業者よりも技術力が
優れた業者が有利に働くことになる。今後も国・県・他都
市の動向を見ながら、本市にふさわしい総合評価方式
による入札制度を研究していきたい。

２ 委員があらかじめ抽出した工事に係る業者選考等の経緯

大野庄用水整備工事芳斉２丁目工区（補助）及び
大野庄用水小橋整備工事芳斉２丁目工区

◯ 入札参加者が１社のみであったわけだが、その背景を
どのように分析しているか。

・ 現地の周辺環境などの条件から敬遠されたのではな
いか。また、公共工事の早期発注に伴い、各業者とも既
に受注工事を抱えていたことから、手持ち技術者が少な
い状態だったのではないかと推測している。

なお、当該工事については、１回目公告は参加者無し
で中止となっており、２回目の公告で業者決定に至った
ものである。

本多町３丁目地内ガス管及び配水管改良工事（そ
の２）

◯ 入札参加者が２社と少なかったわけだが、その背景を
どのように分析しているか。

・ 現地の条件に制約が多いことと、早期発注により既に
発注された工事が多かったことから、下請け配管業者の
確保が困難な時期だったのではないかと推測している。
なお、当該工事については、３回目の公告で業者決定
に至っている。

疋田上荒屋線（北安江）高架橋上部工事

◯ 入札参加５者が全て低入札調査基準価格を下回った
わけだが、その背景をどのように分析しているか。

・ 今年度の本市発注工事において、同種の工事が他に
ないため、各社が実績確保のため受注意欲が旺盛とな
り、低価格での応札になったものと推測している。

各委員からの意見は、概ね以下のとおりであった。
１．低価格受注が相次ぐ中、業者が適正な利益を確保できるように入札・契約制度の改正を含めた検討を行うこと
２．迅速な支払を行うことで、業者の経営の安定化に役立つよう努めること
３．総合評価方式を試行する中で、優良な仕事をした業者にインセンティブが働き、地域の活性化が進む仕組み

を検討すること

意 見 ・ 質 問 回 答

１ 工事に係る入札・契約手続きの運用状況について



意 見 ・ 質 問 回 答

犀川浄水場次亜注入機取替工事

◯ 入札参加者が１社のみであったわけだが、その背景を
どのように分析しているか。

・ 次亜の注入は浄水過程全体に影響する部分であるた
め、当該設備に加えて電気や計装設備等施設全体に
精通している必要がある。よって、既設業者以外の業者
が参加を手控えたという面があるのではないか。

新幹線側道伏見川橋梁下部工事（その２）

◯ 施工中の業者が倒産により契約解除となったわけだ
が、その残工事の発注について確認したい。

・ 当該工事の竣工後に新幹線工事が控えていることか
ら、工期への影響を最小限に抑えるため、手続期間が
短縮される指名競争入札にて執行することとしたもので
ある。

倒産後の事務手続きとしては、出来高を確認後、支払
うべき債権があれば支払うこととなる。その後、残工事分
を設計し、再発注することになる。

平成２１年度 神谷内町地内（１２－６工区）管渠築造工
事

◯ 一社随意契約とした経緯を確認したい。 ・ 当該工事は、限られた期間での施工となること、また、
先行する工事の深部に下水管渠を築造することから、先
行工事の請負業者が一体的な施工を行うことにより、円
滑な工程管理と安全な施工の確保を目指したものであ
る。

下菊橋耐震補強設計業務委託

◯ 業者の技術継承の観点から、当初に設計した業者が
参加申請しているか確認したい。

・ 当初の設計に関しては、コンサルタント業者ではなく
施工一体型で発注したのではないかと推測するが、資
料の保存年限が過ぎたため記録では確認できない。

平成２１年度 城北水質管理センター処理水貯留施設
送水設備実施設計業務委託

◯ 落札業者が市外業者となったことについて、どのように
分析しているか。

・ 指名業者は、同種業務の実績を有し、当該業務が履
行可能な市内業者及び市外業者である。

落札業者は、以前に当該設備の上屋部分の設計を
行った実績があり、他者より現場状況に精通していたと
いう面があるのではないか。

平成２１年度 西部水質管理センター耐水化実施設計
業務委託

◯ 随意契約にて業者と契約しているが、業者が作成した
資料は全て市側に提供されるのか。

・ 仕様書などで指示をしたものについては、委託業務の
成果品として、市側が受け取ることになる。


